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Space, Time, Perversion-Essays on the Politics of Bodies は、1995 年に出版さ
れた Elizabeth Grosz による論文集である。著者の Grosz はシドニー工科大学
で哲学の博士号を取得し、現在はデューク大学で教鞭をとっている。彼女は
身体を重視するフェミニズム（corporeal feminism）の第一人者として知られ
ており、代表的な著作として本書の他に Volatile Bodies: Toward a Corporeal 










すことが躊躇われるほどである。さて、Grosz の名は material feminism を紹
介する文献で必ずといっていいほど触れられるが、それは彼女が身体性
（corporeality）を重視する corporeal feminism の黎明期を担った思想家の一
人であること、それがのちに身体以外の物質も含む広い意味での material 
feminism の開花に寄与したからだといえる。その点で Grosz の 1995 年まで
の足跡が 13の論文という形で収められた本書の重要性は現在でも健在であ
る。 
 本書は 13 の論文がテーマごとに 3 部に分けられている。第 1 部は Bodies 
 
* 大阪大学大学院人間科学研究科人間科学専攻共生学系 博士前期課程 1 年 
共生学ジャーナル 第５号 Journal of Kyosei, March 2021, Volume 5: 245-252. 
246 















































1994 年から 1995 年に書かれたもののうち、第 8 論文と第 11、12、13 論文
にはドゥルーズ＝ガタリからの影響が見られる(1)。「フロイトからドゥルー
ズへ」(2)という遷移は Grosz 自身も認めるところである。 
そのような関心の変遷の一方で、性的差異を強調するイリガライの思想
の影響が初期から 1995年時点の最新の論考に至るまで一貫していることは、














































なっている。前述したように、身体を重視する corporeal feminist の中でさえ、
身体的な性差を前提とする姿勢は批判の対象と考えられるのが一般的であ















つけた第 7 論文が斬新である。のちに発表された著作 Chaos, Territory, Art: 



































うとした material feminism である。この分野の代表的書籍とされる Material 
Feminismsに収録されている第 1論文はダーウィニズムのフェミニスト的再
























(1) とはいえ、Grosz が精神分析を放棄したというわけでは全くない。本書の第 9
章と第 10 章では精神分析とフェミニズム、あるいはレズビアニズムがどのよ
うに関係を結び直せるかが模索されている。 
(2) Grosz (1995) :3 
(3) Bray and Colebrook 1998:60. 
(4) Wirth-Cauchon, Janet. 2016. Nonlinear Evolution, Sexual Difference, and the 
Ontological Turn: Elizabeth Grosz’s Reading of Darwin. Mattering: Feminism, 




(6) Grosz (1994) p.209 
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